
(57)【要約】

【課題】モータ駆動電源に複数のモータ駆動アンプが接

続されるモータ駆動装置において、過電流を的確に検出

する。

【解決手段】モータ駆動電源６に接続された各モータ駆

動アンプ３ａ，３ｂには、その仕様を記憶するメモリ３

２ａ，３２ｂを有する。電源ユニット２に設けられたメ

モリ５２にはモータ駆動アンプの仕様に応じた過電流を

検出するための過電流検出値が記憶されている。マイク

ロコントローラ５１は、各メモリ３２ａ，３２ｂからそ

の仕様を読み取り、その仕様に対応した過電流検出値を

メモリ５２から読み取り積算する。その積算値を過電流

検出回路５４に設定する。電流センサ７がこの設定され

た値を越える電流を検出すると過電流検出信号を出力す

る。モータ駆動電源に接続されたモータ駆動アンプの数

、その仕様に応じて過電流検出回路５４に基準値が設定

されるから、的確に過電流を検出できる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
モ ー タ 駆 動 電 源 と 、 該 モ ー タ 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ た 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ と を 備 え 、 該
複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ モ ー タ を 駆 動 す る モ ー タ 駆 動 装 置 に お い て 、
前 記 モ ー タ 駆 動 電 源 に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 過 電 流 検 出 手 段 を 備 え 、 該 過 電 流 検 出 手 段 が
過 電 流 と し て 検 出 す る 過 電 流 検 出 値 を 変 更 可 能 と し た モ ー タ 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 モ ー タ 駆 動 ア ン プ に は 該 モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 仕 様 が 記 憶 さ れ た メ モ リ を 有 し 、 該 メ モ
リ か ら 記 憶 内 容 を 読 み 出 す 手 段 と 、 モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 仕 様 に 対 応 す る 過 電 流 検 出 値 を 記
憶 す る 過 電 流 検 出 値 記 憶 手 段 と 、 前 記 メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ た 仕 様 に 基 づ い て 過 電 流 検 出
値 記 憶 手 段 か ら 過 電 流 検 出 値 を 読 み だ し 積 算 す る 手 段 と を 有 し 、 前 記 モ ー タ 駆 動 電 源 に 接
続 さ れ た 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 過 電 流 検 出 値 を 積 算 し た 値 を 前 記 過 電 流 検 出 手 段 で 検
出 す る 過 電 流 検 出 値 と す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の モ ー タ 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 １ 台 の モ ー タ 駆 動 電 源 に 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ が 接 続 さ れ て 各 モ ー タ が 駆 動
さ れ る モ ー タ 駆 動 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
そ れ ぞ れ モ ー タ を 駆 動 す る 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ を モ ー タ 駆 動 電 源 に 接 続 し 、 各 モ ー タ
駆 動 ア ン プ に １ 台 の モ ー タ 駆 動 電 源 か ら 電 力 を 供 給 す る よ う に し た 、 モ ー タ 駆 動 電 源 を 共
用 す る モ ー タ 駆 動 装 置 は 公 知 で あ る 。
こ の よ う な 各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ が モ ー タ 駆 動 電 源 を 共 用 す る モ ー タ 駆 動 装 置 に お い て は 、
過 電 流 を 検 出 す る 過 電 流 検 出 手 段 に 設 定 さ れ る 過 電 流 検 出 値 （ 過 電 流 と し て 検 出 す る 電 流
値 ） は 、 モ ー タ 駆 動 電 源 に 接 続 可 能 な モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 数 に 対 応 し た 値 に 設 定 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
モ ー タ 駆 動 電 源 に 流 れ る 電 流 を 検 出 し て 過 電 流 を 検 出 す る 過 電 流 検 出 手 段 に 設 定 さ れ る 過
電 流 検 出 値 （ 過 電 流 と し て 検 出 す る 電 流 値 ） が 、 該 モ ー タ 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ る 最 大 モ ー
タ 駆 動 ア ン プ 数 に 対 応 し た 値 に 設 定 さ れ て い る こ と か ら 、 該 モ ー タ 駆 動 電 源 に 、 最 大 接 続
可 能 数 よ り も 少 な い 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ を 接 続 し て 使 用 す る と 、 実 際 に モ ー タ 駆 動 ア ン
プ に 過 電 流 が 発 生 し た 場 合 、 そ の 過 電 流 発 生 を 検 出 で き ず 、 過 電 流 が 発 生 し た 箇 所 に 必 要
以 上 の エ ネ ル ギ ー を 供 給 し て し ま い 、 そ の 箇 所 の 部 品 を 破 損 さ せ た り 、 発 煙 、 発 火 等 の 大
き な ダ メ ー ジ を 与 え て し ま う と い う 問 題 が あ る 。
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 問 題 を 改 善 す る こ と に あ り 、 過 電 流 発 生 を よ り 的 確
に 検 出 で き る よ う に し た モ ー タ 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 モ ー タ 駆 動 電 源 と 、 該 モ ー タ 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ た 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ と
を 備 え 、 該 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ に よ っ て 、 そ れ ぞ れ モ ー タ を 駆 動 す る モ ー タ 駆 動 装 置
に お い て 、 モ ー タ 駆 動 電 源 に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 過 電 流 検 出 手 段 を 設 け 、 該 過 電 流 検 出
手 段 が 過 電 流 と し て 検 出 す る 過 電 流 検 出 値 を 変 更 可 能 と し た 。
具 体 的 に は 、 モ ー タ 駆 動 ア ン プ に は 該 モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 仕 様 が 記 憶 さ れ た メ モ リ を 備 え
、 さ ら に 、 該 メ モ リ か ら 記 憶 内 容 を 読 み 出 す 手 段 と 、 モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 仕 様 に 対 応 す る
過 電 流 検 出 値 を 記 憶 す る 過 電 流 検 出 値 記 憶 手 段 と 、 前 記 メ モ リ か ら 読 み 出 さ れ た 仕 様 に 基
づ い て 過 電 流 検 出 値 記 憶 手 段 か ら 過 電 流 検 出 値 を 読 み だ し 積 算 す る 手 段 と を 備 え 、 前 記 モ
ー タ 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ た 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 過 電 流 検 出 値 を 積 算 し た 値 を 前 記 過
電 流 検 出 手 段 で 検 出 す る 過 電 流 検 出 値 と す る よ う に し た 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 １ 中 、 符 号 １ は 、 数 値 制 御 装 置 等 の モ ー タ 駆 動 制 御 装 置 、 符 号 ２ は 電 源 ユ ニ ッ ト 、 符 号
３ ａ ， ３ ｂ は モ ー タ 駆 動 ア ン プ 、 符 号 ４ ａ ， ４ ｂ は モ ー タ で あ る 。 モ ー タ 駆 動 制 御 装 置 １
は 、 モ ー タ 駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ に 設 け ら れ て い る イ ン バ ー タ 回 路 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 制 御
す る 制 御 回 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ と デ イ ジ ー ・ チ ェ ー ン 方 式 で 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 各 モ ー
タ 駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ の イ ン バ ー タ 回 路 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ は 電 源 ユ ニ ッ ト ２ に 設 け ら れ た
モ ー タ 駆 動 電 源 ６ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 図 １ に お い て 、 駆 動 電 力 線 は 実 線 で 示 し 、 制
御 信 号 線 は 破 線 で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
電 源 ユ ニ ッ ト ２ に は 、 モ ー タ 駆 動 装 置 用 電 源 ユ ニ ッ ト 内 制 御 回 路 ５ を 備 え 、 該 制 御 回 路 ５
に は 、 マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ 、 該 マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ と 接 続 さ れ た メ モ リ ５ ２
、 さ ら に 、 マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ と 接 続 さ れ た 制 御 回 路 ５ ３ を 備 え 、 該 制 御 回 路 ５ ３
に は 、 モ ー タ 駆 動 電 源 ６ に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 電 流 セ ン サ ７ で 検 出 さ れ た 電 流 値 よ り 過
電 流 を 検 出 す る 過 電 流 検 出 回 路 ５ ４ を 備 え て い る 。 こ の 電 流 セ ン サ ７ と 過 電 流 検 出 回 路 ５
４ に よ っ て 、 過 電 流 検 出 手 段 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
モ ー タ 駆 動 電 源 ６ は 、 ３ 相 交 流 を 直 流 に 変 換 す る コ ン バ ー タ で あ り 、 こ の 図 １ で 示 す 回 路
は 、 回 生 電 流 を 帰 還 で き る よ う に ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 備 え た コ ン バ ー タ （ 整 流 回 路 ） で 構
成 さ れ て い る 。 な お 、 符 号 ８ は 、 平 滑 コ ン デ ン サ で あ る 。 こ の モ ー タ 駆 動 電 源 ６ に は 、 複
数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ が 接 続 可 能 で あ り 、 こ の 図 １ に 示 す 例 で は 、 ２ つ の モ ー タ 駆 動 ア ン
プ ３ ａ ， ３ ｂ が 接 続 さ れ て い る 例 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ を 構 成 す る 要 素 は 同 じ で あ り 、 モ ー タ 駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ に は 、 そ
れ ぞ れ 制 御 回 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ 、 該 制 御 回 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た メ モ リ
３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ 、 制 御 回 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ で そ れ ぞ れ 制 御 さ れ る イ ン バ ー タ 回 路 ３ ３ ａ ，
３ ３ ｂ 、 平 滑 コ ン デ ン サ ３ ４ ａ ， ３ ４ ｂ で 構 成 さ れ て い る 。 イ ン バ ー タ 回 路 ３ ３ ａ ， ３ ３
ｂ の 出 力 は そ れ ぞ れ モ ー タ ４ ａ ， ４ ｂ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ の 制 御 回 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ と 電 源 ユ ニ ッ ト ２ 内 の モ
ー タ 駆 動 装 置 用 電 源 ユ ニ ッ ト 内 制 御 回 路 ５ に 設 け ら れ た マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ は 接 続
さ れ て い る 。
各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ 内 の メ モ リ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ に は 当 該 モ ー タ 駆 動 ア ン プ を 特
定 す る 製 品 名 、 製 造 番 号 、 製 造 年 月 日 等 の 仕 様 情 報 が 記 憶 さ れ て い る 。 ま た 、 モ ー タ 駆 動
装 置 用 電 源 ユ ニ ッ ト 内 制 御 回 路 ５ 内 の メ モ リ ５ ２ に は 、 モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 仕 様 に 対 し て
、 そ の 仕 様 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ が 許 容 す る 最 大 電 流 値 、 す な わ ち 過 電 流 と し て 検 出 す べ き
過 電 流 検 出 値 が 記 憶 さ れ 、 過 電 流 検 出 値 記 憶 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
こ の モ ー タ 駆 動 制 御 シ ス テ ム 全 体 に 電 源 が 投 入 さ れ た 時 な ど に 、 マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ５
１ は 、 各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ の メ モ リ ３ ２ ａ ， ３ ２ ｂ に 記 憶 さ れ た 各 モ ー タ 駆 動
ア ン プ の 仕 様 を 読 み 出 し 、 読 み 出 し た 仕 様 に 対 応 す る 過 電 流 検 出 値 を モ ー タ 駆 動 装 置 用 電
源 ユ ニ ッ ト 内 制 御 回 路 ５ 内 の メ モ リ ５ ２ か ら 読 み 出 し 、 そ れ ら の 値 を 積 算 し 、 得 ら れ た 積
算 値 を 過 電 流 検 出 値 と し て 過 電 流 検 出 回 路 ５ ４ に 設 定 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ は 、 こ の 過 電 流 検 出 回 路 ５ ４ の 詳 細 説 明 図 で あ る 。 な お 、 図 ２ に お い て 、 マ イ ク ロ コ
ン ト ロ ー ラ ５ １ 、 メ モ リ ５ ２ 、 電 流 セ ン サ ７ を 構 成 す る 抵 抗 Ｒ ０ は 図 １ に 示 し た も の と 同
一 で あ る 。 す な わ ち 、 過 電 流 検 出 回 路 ５ ４ は 、 Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ ５ ５ ， 抵 抗 Ｒ １ ， Ｒ ２ 、
比 較 器 ５ ６ で 構 成 さ れ て い る 。 マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ ５ １ は 、 前 述 し た よ う に 、 各 モ ー タ
駆 動 ア ン プ の 過 電 流 検 出 値 の 積 算 値 を 求 め て 過 電 流 検 出 値 と し て Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ ５ ５ に
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出 力 し 、 Ｄ ／ Ａ コ ン バ ー タ ５ ５ は 、 こ の 過 電 流 検 出 値 を ア ナ ロ グ 電 圧 値 に 変 換 し 、 抵 抗 Ｒ
１ ， Ｒ ２ の 直 列 回 路 に 印 加 す る 。 こ の 過 電 流 検 出 値 に 対 応 す る ア ナ ロ グ 電 圧 値 は 、 抵 抗 Ｒ
１ ， Ｒ ２ で 分 圧 さ れ 、 そ の 分 圧 電 圧 が 過 電 流 検 出 基 準 値 Ｖ ｒ ｅ ｆ 　 と し て 比 較 器 ５ ６ に 入
力 さ れ る 。 一 方 、 モ ー タ 駆 動 電 源 ６ に 流 れ る 電 流 は 電 流 セ ン サ ７ の 抵 抗 Ｒ ０ に 流 れ 、 こ の
電 流 セ ン サ ７ の 抵 抗 Ｒ ０ に よ る 降 下 電 圧 が 比 較 器 の 他 方 の 端 子 に 入 力 さ れ て お り 、 抵 抗 Ｒ
０ に よ る 電 圧 降 下 が 過 電 流 検 出 基 準 値 Ｖ ｒ ｅ ｆ 　 を 越 え る と 、 比 較 器 ５ ６ か ら ハ イ レ ベ ル
の 過 電 流 検 出 信 号 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
モ ー タ 駆 動 制 御 装 置 １ は 、 各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ に 駆 動 指 令 を 送 出 し 、 各 モ ー タ
駆 動 ア ン プ ３ ａ ， ３ ｂ の 制 御 回 路 ３ １ ａ ， ３ １ ｂ は こ の 駆 動 指 令 を 受 け て 、 イ ン バ ー タ 回
路 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 を オ ン ／ オ フ 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 モ ー タ 駆 動 電
源 ６ か ら 供 給 さ れ た 電 力 は 、 こ の イ ン バ ー タ 回 路 ３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ を 介 し て 各 モ ー タ ４ ａ ，
４ ｂ に 供 給 さ れ 、 各 モ ー タ ４ ａ ， ４ ｂ は 駆 動 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
モ ー タ 駆 動 電 源 ６ 及 び 電 流 セ ン サ ７ の 抵 抗 Ｒ ０ に は 、 各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ に 流 れ る 電 流 の
総 和 の 電 流 が 流 れ 、 上 述 し た よ う に 電 流 セ ン サ ７ で 検 出 さ れ て お り 、 い ず れ か の モ ー タ 駆
動 ア ン プ に 過 電 流 が 流 れ る と 、 電 流 セ ン サ ７ の 抵 抗 Ｒ ０ に 流 れ る 電 流 も 増 大 し 、 抵 抗 Ｒ ０
の 電 圧 降 下 値 が 過 電 流 検 出 基 準 値 Ｖ ｒ ｅ ｆ 　 を 越 え て 、 比 較 器 ５ ６ か ら 過 電 流 検 出 信 号 が
出 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ の 過 電 流 検 出 基 準 値 Ｖ ｒ ｅ ｆ 　 は 、 モ ー タ 駆 動 電 源 に 接 続 さ れ た 各 モ ー タ 駆 動 ア ン プ が
許 容 す る 最 大 電 流 値 と し て の 過 電 流 検 出 値 の 積 算 値 に よ っ て 求 め ら れ て 設 定 さ れ て い る も
の で あ る か ら 、 モ ー タ 駆 動 電 源 ６ に 接 続 さ れ る モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 数 が 変 わ っ て も 、 ま た
、 モ ー タ 駆 動 ア ン プ の 仕 様 が 異 な る も の を 使 用 し 、 そ の 過 電 流 検 出 値 が 変 わ っ て も 、 そ れ
に 応 じ て 過 電 流 検 出 回 路 に 設 定 さ れ る 過 電 流 検 出 値 が 変 更 さ れ 過 電 流 検 出 基 準 値 Ｖ ｒ ｅ ｆ
　 が 変 更 さ れ る こ と に な る の で 、 過 電 流 を 的 確 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 モ ー タ 駆 動 電 源 に 複 数 の モ ー タ 駆 動 ア ン プ が 接 続 さ れ る モ ー タ 駆 動 装 置 に お い
て 、 過 電 流 検 出 手 段 に よ っ て 過 電 流 を 検 出 す る 過 電 流 検 出 値 が 、 接 続 さ れ た モ ー タ 駆 動 ア
ン プ の 数 、 そ の 仕 様 に 応 じ て 設 定 さ れ る の で 、 過 電 流 を 適 切 に 検 出 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に お け る 過 電 流 検 出 回 路 の 詳 細 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 モ ー タ 駆 動 制 御 装 置
２ 　 電 源 ユ ニ ッ ト
３ ａ ， ３ ｂ 　 モ ー タ 駆 動 ア ン プ
４ ａ ， ４ ｂ 　 モ ー タ
６ 　 モ ー タ 駆 動 電 源
７ 　 電 流 セ ン サ
３ ３ ａ ， ３ ３ ｂ 　 イ ン バ ー タ 回 路
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